
                              pt {llEYO Ei )Ac ft fi21i ;l}il 231

    "The Folklore of Shiratayu at Ise

                 wwOkashirashinjx" at Yamada and Ormmyojiww"

Abstract

 This thesis shows the folklore of Shiratayu at Iseyamada, refering the actual

situatioxx of Okasirashinji axxd Hachioji belief. From the legend, I explain the fuitctiolt of

Oitmyoji, who was involved in the festival at Ubuskknahassha, aitd the itatkkre of the

legeitd.
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数
喰
事
あ
り
、
［
品
濃
寮
よ
り
米
硝
石
出
す
］
。
寄
附
地
も
有
る
、
［
松
木
氏

よ
り
参
詣
。
凡
ニ
ツ
御
造
酒
備
ル
］
。
右
之
旧
記
有
之
所
な
れ
は
、
松
木
春

彦
白
大
夫
大
明
神
、
菅
丞
相
の
筑
紫
に
て
御
別
れ
被
遊
候
節
、
為
御
形
見
、

面
懸
彫
刻
し
、
御
忌
絵
姿
の
石
鹸
ツ
治
り
、
白
大
夫
快
に
入
れ
、
筑
紫
よ
り

帰
ら
せ
給
ふ
。
壱
ツ
の
石
此
社
地
に
納
祭
り
給
ふ
所
、
大
石
と
相
成
に
よ
り
、

挟
の
天
満
宮
と
も
崇
め
祭
る
。
又
鎮
守
共
奉
祭
り
、
正
五
九
月
に
は
、
松
木

氏
よ
り
御
供
曇
る
。
菅
丞
相
御
溝
は
京
都
宮
様
に
有
之
。
御
姿
絵
は
山
田
の

原
湾
曲
の
郷
匂
村
に
も
有
之
と
云
。
松
木
氏
の
支
配
せ
ら
る
、
社
地
な
れ
は
、

町
屋
に
手
無
之
。
殊
更
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
社
地
な
れ
は
、
か
な
る
敵
も

押
寄
来
る
事
叶
ま
し
。
宜
隠
れ
家
と
、
き
ん
女
は
西
里
寮
に
預
け
、
森
の
か

た
わ
ら
に
、
秀
次
公
、
三
橋
夫
婦
、
子
共
、
居
住
せ
ら
る
＼
様
と
、
厚
く
松

木
氏
の
臨
御
介
抱
、
年
月
を
送
る
。
秀
次
公
禅
門
の
御
取
立
の
儀
厚
く
思
召
、

此
所
の
尊
を
福
一
万
虚
空
蔵
を
写
し
、
七
堂
伽
藍
を
建
立
有
之
。
有
増
出
来

仕
、
雁
道
寺
と
名
付
け
、
京
都
よ
り
治
部
大
輔
を
呼
迎
、
諸
事
取
繕
給
ふ
な

れ
共
、
兎
角
世
の
中
お
だ
や
か
な
ら
ず
、
敵
大
軍
せ
め
寄
る
出
を
聞
召
し
て
、

秀
次
公
驚
き
給
ひ
、
治
部
大
輔
に
と
も
な
わ
れ
、
都
へ
登
り
給
ふ
時
、
伽
藍

は
火
を
掛
け
焼
失
い
た
す
。
そ
の
温
き
ん
女
、
三
橋
へ
御
申
置
は
、
君
御
行

衛
知
れ
か
た
き
時
は
、
瑞
岳
応
禅
大
善
神
と
祭
る
へ
し
と
な
り
。
欣
女
は
地

下
の
尼
共
に
、
寮
に
住
居
し
て
、
師
を
頼
、
尼
と
な
り
、
又
は
堂
建
立
を
願

給
也
。
三
橋
弥
右
衛
門
女
房
お
さ
よ
一
子
弥
市
郎
二
男
五
郎
市
、
右
の
森
に

居
住
し
て
、
松
木
氏
の
家
来
と
成
り
、
百
姓
を
勤
る
。
町
家
の
役
儀
を
ゆ
る

さ
れ
、
年
月
を
送
る
な
れ
共
、
歎
ケ
敷
は
、
御
主
君
秀
次
公
、
都
へ
登
り
給

ひ
、
御
逝
去
の
月
忌
も
不
相
知
れ
、
松
木
御
長
官
よ
り
、
大
神
宮
古
材
木
に

て
此
所
の
尊
の
社
壇
建
立
有
て
、
松
木
の
御
宗
行
寄
附
多
有
之
、
宮
寺
と
成

る
。
金
岡
夫
路
潮
路
の
謂
有
之
。
森
の
在
名
を
か
た
辛
辛
西
山
金
岡
讃
寺
と

云
な
り
。
其
後
秀
次
公
、
高
野
山
に
お
い
て
御
逝
去
、
文
禄
四
歳
七
月
卜
五

日
也
。
三
位
法
印
一
路
子
と
号
す
。
尾
州
知
多
郡
筑
阿
弥
の
二
男
御
年
二
十

八
歳
、
御
治
世
五
年
の
問
、
秀
吉
公
十
五
歳
の
内
を
云
。
大
老
菅
原
宗
利
大

江
、
当
地
瑞
岳
応
大
善
神
是
な
り
。
年
号
月
日
を
転
記
。

　
　
中
興
開
山
如
欣
禅
尼
、
勢
州
度
会
郡
伊
良
感
激
心
元
尼
の
妹
、
小
久
保

禅
阿
弥
之
娘
也
。
西
之
寮
に
て
逝
去
、
寛
永
卜
六
年
十
月
十
六
日
行
年
六
十

九
歳
、
書
庫
欣
尼
西
之
寮
に
て
金
岡
讃
寺
を
開
、
寮
は
地
本
神
主
末
、
比
丘

尼
地
本
之
神
主
領
地
を
松
木
氏
よ
り
分
け
被
下
、
相
続
を
定
る
。
西
星
寮
の

持
地
配
分
し
て
麗
麗
庵
を
造
り
、
弟
子
住
居
し
て
金
岡
誰
寺
に
住
職
す
る
。

総
領
弥
市
　
　
五
兵
衛

二
男
五
郎
市
五
郎
兵
衛

本
書
は
巻
物
な
る
を
借
受
縮
写
し
た
る
も
の

嘉
永
三
年
五
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
巫
尚
書
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「
湯
江
三
橋
氏
旧
記
」

元
祖
三
橋
氏
は
、
三
州
白
井
並
柳
郡
出
生
に
て
、
猿
狭
山
に
引
籠
、
三
橋
弥

右
衛
門
好
集
、
三
橋
彦
兵
衛
好
唯
は
、
由
緒
有
る
侍
な
れ
ば
、
秀
次
公
へ
加

勢
し
家
臣
と
成
り
、
勢
州
度
会
郡
伊
良
胡
崎
へ
、
秀
次
公
趣
給
ふ
時
、
奉
供

仕
、
伊
良
胡
崎
に
引
移
り
居
止
り
け
る
。
此
伊
良
胡
崎
と
伊
良
胡
村
家
之
境
、

三
河
之
国
渥
美
郡
、
勢
州
度
会
郡
と
の
境
、
堀
切
り
候
処
有
之
。
近
家
に
小

塩
の
津
日
の
出
の
在
所
な
と
、
激
て
旧
跡
多
し
。
此
伊
良
胡
崎
に
小
久
保
禅

阿
弥
と
云
ふ
人
の
娘
嘉
元
と
云
尼
有
之
。
寮
の
名
は
渓
泉
禅
庵
と
云
。
祖
元

の
妹
お
き
ん
と
云
女
、
美
女
に
し
て
秀
次
公
へ
宮
つ
か
へ
さ
せ
、
年
月
を
送

る
に
付
、
主
君
禅
門
に
採
得
有
之
。
軸
元
尼
に
は
右
両
郡
の
境
へ
寺
を
気
着

せ
給
ふ
。
祖
元
開
レ
之
、
由
城
豊
国
中
原
（
京
ト
ア
リ
）
治
部
大
輔
と
云
仁

を
呼
迎
、
祖
元
禅
庵
に
て
伊
良
胡
大
明
神
、
両
国
境
の
大
明
神
、
本
躰
を
彫

刻
し
て
寄
附
有
之
。
右
渥
美
度
会
両
郡
に
御
鎮
座
な
し
奉
り
、
大
神
宮
の
末

社
に
て
、
昔
よ
り
松
木
底
魚
彦
長
官
自
大
夫
大
明
神
の
勧
請
也
。
右
之
趣
、

荒
々
秀
次
公
宴
取
立
に
て
、
伊
良
漁
村
糟
谷
六
郎
左
衛
門
漁
網
引
取
之
、
御

墨
附
被
下
之
、
此
外
由
緒
有
之
所
也
。
其
後
山
田
原
へ
御
趣
之
思
召
立
有
之
、

三
橋
弥
右
衛
門
好
集
は
御
供
仕
、
三
橋
彦
兵
衛
好
唯
は
幕
命
尼
に
被
差
添
、

名
字
を
石
橋
と
御
改
被
下
、
伊
勢
の
渡
海
を
石
橋
を
掛
渡
ら
む
と
御
悦
気
に

有
之
、
右
六
郎
左
衛
門
、
小
久
保
清
右
衛
門
、
小
久
保
重
郎
右
衛
門
、
用
意

の
船
を
以
、
伊
勢
山
田
の
湊
へ
送
る
。
御
主
君
秀
次
公
に
滑
空
ひ
、
き
ん
女

弥
右
衛
門
恋
女
房
お
さ
よ
一
子
弥
市
郎
伴
ひ
、
由
田
の
原
へ
来
る
。
右
両
郡

、
一
社
大
明
神
の
由
緒
を
以
、
松
木
氏
へ
落
着
、
預
御
養
育
、
兎
角
秀
次
公
、

禅
門
に
御
気
付
厚
く
、
軍
を
嫌
ひ
給
ふ
。
松
木
氏
べ
御
頼
有
之
に
よ
り
、
松

木
氏
の
仰
に
は
、
山
田
の
戦
勲
曲
郷
は
、
む
か
し
ょ
り
白
大
夫
大
明
神
の
領

せ
ら
る
、
地
な
り
と
云
共
、
今
に
て
は
所
々
に
旧
跡
の
場
計
に
て
、
箕
曲
の

郷
の
内
朧
ケ
池
の
辺
り
、
河
の
神
水
の
神
を
祭
る
社
地
有
之
。
右
之
池
の
流

れ
を
腱
川
と
云
て
、
此
所
に
森
あ
り
。
旧
跡
に
て
土
公
の
神
を
祭
り
奉
る
と

云
。
社
地
此
所
之
尊
と
申
奉
に
よ
り
、
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
神
、
御
鎮
座

と
朝
所
也
。
森
の
名
は
奥
西
郷
と
堪
り
。
む
か
し
は
地
本
の
神
主
も
有
之
と

な
れ
共
、
今
は
比
丘
尼
寮
に
住
ひ
、
此
寮
を
西
星
の
寮
と
云
て
、
む
か
し
春

日
大
明
神
、
少
将
井
天
王
彼
利
審
女
の
御
姿
を
彫
刻
し
、
則
春
日
大
神
の
御

姿
を
写
し
、
算
法
童
子
御
姿
と
を
、
稟
質
に
祭
り
奉
り
、
松
木
氏
の
領
せ
ら

る
＼
森
な
り
。
右
の
由
緒
あ
る
社
地
な
れ
は
、
森
の
く
ね
等
の
か
き
は
、
古

例
に
て
西
村
の
善
蔵
、
奥
所
孫
市
と
云
者
の
一
類
よ
り
勤
来
る
。
右
垣
を
仕

に
出
る
時
は
、
壱
人
に
米
壱
升
宛
の
飯
を
も
り
相
渡
す
。
善
蔵
方
よ
り
飯
を

も
り
に
来
る
。
い
た
め
麦
を
食
す
る
事
あ
り
。
正
月
廿
八
日
、
右
の
人
数
神

事
に
集
る
五
穀
の
鏡
を
送
る
。
大
神
宮
九
月
十
六
ロ
御
神
事
に
用
る
竹
、
此

森
よ
り
納
め
る
。
八
月
八
日
此
所
の
尊
の
神
事
に
て
、
五
穀
の
だ
ん
ご
を
に

ぎ
り
供
へ
祭
る
。
右
の
た
ん
子
さ
し
て
ゆ
り
に
一
ツ
案
主
取
に
参
る
。
常
楽

坊
へ
だ
ん
ご
酒
豆
腐
を
送
る
事
あ
り
。
森
の
双
方
往
来
の
道
は
、
奥
所
百
姓

中
打
寄
り
こ
し
ら
へ
る
。
木
枝
を
き
り
て
薪
と
す
る
。
茶
と
甘
酒
を
送
る
。

正
月
六
ロ
此
所
神
祭
に
て
、
右
の
人
数
密
事
あ
り
［
松
木
底
よ
り
鏡
餅
か
ち

ぐ
り
、
か
き
備
り
参
詣
］
、
七
月
十
三
日
同
所
少
将
天
王
を
祭
り
、
右
の
人
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の
神
を
ま
つ
る
上
御
県
社
が
あ
る
。
祭
神
は
度
会
氏
の
遠
祖
・
天
村
雲
命
で
あ
る
。
上
御

井
に
つ
い
て
『
宇
治
山
田
市
史
』
（
上
巻
）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
皿
皇
大
神

宮
・
豊
受
大
神
宮
の
日
別
朝
夕
の
大
御
饅
に
供
す
る
御
料
水
で
、
上
古
度
会
神
主
の
遠
祖

天
村
雲
命
が
高
天
原
な
る
天
忍
石
長
井
水
を
持
ち
降
り
て
、
筑
紫
の
三
主
の
高
千
穂
峯
の

郵
亭
に
注
ぎ
入
れ
し
を
、
次
に
丹
波
国
真
奈
井
原
に
移
し
、
豊
受
大
神
の
此
の
地
に
御
遷

座
の
時
、
ま
た
此
処
に
移
さ
れ
た
も
の
と
云
ふ
。
井
の
上
に
あ
る
殿
舎
は
上
御
井
社
で
、

天
村
雲
命
を
祭
っ
て
い
る
。
此
の
御
側
に
異
変
あ
る
時
は
、
次
第
を
経
て
上
奏
し
、
朝
廷

で
は
陰
陽
寮
に
於
て
軒
廊
の
御
ト
と
云
ふ
を
行
は
し
め
、
勅
使
を
立
て
て
神
慮
を
伺
は
し

め
給
ふ
旧
例
も
あ
っ
た
。
」
水
を
司
る
天
村
雲
命
は
、
度
会
氏
の
遠
祖
と
仰
が
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
『
神
名
秘
書
』
に
は
、
㎜
天
牟
羅
雲
命
　
度
会
氏
遠
祖
也
。
高
皇
産
q
蔭
並
神
弟
神
南

産
霊
神
馬
世
之
孫
也
」
と
あ
る
。

（
1
4
）
雨
宝
童
子
は
朝
車
輿
金
剛
神
寺
の
護
法
神
。
室
町
末
期
以
降
、
天
照
大
神
の
化
身

と
さ
れ
た
。
皿
旧
記
」
は
金
剛
寺
を
義
金
図
嚢
寺
」
と
記
し
て
い
る
。
と
も
に
虚
空
蔵
菩
薩

を
本
尊
と
す
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
、
圓
雨
宝
童
子
」
を
ま
つ
っ
て
い
た
こ
と
、
伊

勢
神
宮
の
丑
寅
に
あ
っ
て
、
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
神
の
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
金
剛
寺
と
朝
無
上
金
剛
黒
田
は
、
か
つ
て
何
ら
か
の
関
係
に
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
本

寺
・
末
寺
の
関
係
）
か
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
（
1
6
）
『
参
宮
の
今
昔
』
（
㎜
神
都
宇
治
山
田
」
一
五
圓
山
田
の
産
土
神
と
御
頭
神
事
」
）

（
1
7
）
山
本
ひ
ろ
子
は
、
牛
頭
天
王
・
八
王
子
祭
文
が
郷
社
の
陰
陽
師
ら
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
、
実
際
の
祭
や
修
法
で
使
用
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
圓
冊
牛
頭
天
王
島
渡
り
」
祭

文
の
世
界
」
『
異
神
…
中
世
隠
本
の
秘
教
的
世
界
』
所
収
）
平
成
十
年
三
月

（
1
8
）
堀
田
吉
雄
酬
伊
勢
の
獅
子
神
楽
の
系
譜
」
（
『
堀
田
吉
雄
論
一
二
』
所
収
）
平
成
六

年
九
月

（
1
9
）
本
田
安
次
『
天
文
本
伊
勢
神
楽
考
』
圓
天
王
の
寄
」
（
著
作
集
第
七
巻
）

（
2
0
）
本
田
安
次
㎜
伊
勢
神
楽
之
研
究
」
（
著
作
集
第
七
巻
）

（
2
1
）
村
山
修
一
『
副
本
陰
陽
道
史
話
』
昭
和
六
十
二
年
二
月

（
2
2
）
柳
田
国
男
圓
唱
門
師
の
話
」
（
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
九
巻
所
収
）

（
2
3
）
『
北
野
神
記
』
に
は
、
「
白
大
夫
∵
「
門
内
自
大
夫
殿
」
の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
応
永
士
一
、
年
奥
書
）
（
『
北
野
天
満
宮
史
料
　
古
記
録
』
）

　
　
∴
白
大
夫
」
　
文
大
夫
ノ
御
孫
豊
彦
ノ
事
ト
モ
申
、
浄
妙
尼
ト
モ
申
ト
カ
ヤ
、
所
詮

　
　
白
大
夫
ト
申
御
名
ハ
夫
ノ
豊
彦
ノ
御
事
也
、
当
社
ニ
ハ
鯛
飯
ヲ
奉
献
シ
給
シ
ハ
女
房

　
　
ノ
尼
御
前
ト
軍
学
得
也
、
夫
婦
ノ
不
同
ト
申
ヘ
キ
歎
、
伊
勢
ノ
祠
官
ニ
テ
御
坐
ケ
ル

　
　
カ
、
当
社
ノ
筑
紫
へ
御
下
向
ノ
時
下
リ
給
タ
リ
ト
曝
者
也
、
家
内
酒
泉
五
穀
蚕
養
井

　
　
旅
宿
ハ
此
神
二
可
祈
申
也
、
御
本
地
不
漁
碧
羅
素
（
索
）
観
音
ニ
テ
御
坐
也
、

　
　
∴
門
内
白
大
夫
殿
」
　
当
社
ノ
竈
殿
也
、
諸
社
二
在
之
、
白
大
夫
ノ
一
榑
ノ
飯
ヲ
当

　
　
社
主
奉
献
給
フ
、
是
ヲ
因
縁
ト
シ
テ
竈
神
ヲ
祝
加
タ
ル
也
、
故
中
堅
大
夫
殿
ト
ハ
申

　
　
セ
ト
モ
一
∴
社
御
座
也
、
竈
神
幸
系
図
帯
下
、

（
2
4
）
『
参
宮
の
今
昔
』
（
冊
神
都
宇
治
山
田
」
一
五
㎜
山
田
の
産
土
神
と
御
頭
神
事
」
）
。

箕
曲
社
の
場
合
、
久
保
倉
右
近
家
が
差
配
し
た
。
御
頭
神
事
一
切
は
、
こ
の
緊
結
衆
」
の

指
図
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
（
『
宇
治
山
田
市
史
』
下
巻
皿
第
一
章
　
年
中
行
事
」
）
。

　
こ
こ
に
「
船
唄
三
橋
氏
旧
記
」
を
翻
刻
し
て
お
く
。
嘉
永
三
年
五
月
翫
七
ロ
、

御
巫
尚
書
が
書
写
し
た
も
の
を
、
大
正
翫
三
年
五
月
二
二
六
ロ
、
あ
ら
た
め
て
御

巫
清
在
が
写
し
た
も
の
。
「
旧
記
」
を
書
写
し
た
御
巫
尚
書
と
は
、
清
直
の
こ
と
。

文
化
九
年
、
外
宮
御
師
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
、
一
十
七
年
に
没
し
た
。
八
十
三
才
。

天
保
九
年
外
宮
御
巫
内
人
に
補
し
、
明
治
四
年
職
を
退
く
。
御
巫
家
塾
を
開
き
、

国
書
を
講
じ
て
多
く
の
著
述
を
残
し
た
。
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こ
れ
が
「
旧
記
」
の
い
う
「
箕
曲
郷
が
白
大
夫
大
明
神
の
領
地
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
、
松
木
氏
は
、
春
彦
を
度
会
氏
の
祖
霊
と
し
て
ま
つ
り
、
山
宮

祭
に
加
わ
っ
て
き
た
。
金
岡
寺
の
白
大
夫
明
神
も
ま
た
、
春
彦
を
度
会
氏
の
守
護

神
と
す
る
点
で
、
山
宮
祭
の
祖
先
祭
祀
と
ひ
と
つ
づ
き
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
春
彦

を
度
会
氏
の
祖
先
神
と
仰
い
で
、
山
宮
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
産
土
社
の
御
頭
神
事
に

も
奉
仕
し
て
き
た
の
は
、
山
田
の
陰
陽
師
で
あ
る
。
春
彦
を
「
陰
陽
道
信
仰
の
人
」

と
よ
ぶ
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。
金
岡
寺
に
あ
る
白
大
夫
の
「
首
石
」
伝
説
は
、
祝

言
や
祈
祷
・
卜
占
の
わ
ざ
に
携
わ
っ
た
山
田
の
陰
陽
師
の
活
動
の
跡
で
あ
ろ
う
。

か
れ
ら
陰
陽
師
は
、
白
大
夫
が
持
ち
帰
っ
た
「
快
石
」
を
、
依
代
と
し
て
仰
ぎ
、

祈
祷
の
わ
ざ
に
し
た
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
旧
記
」
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
、
箕
曲
郷
船
影
の
御
霊
神
に
仕
え
た
陰
陽
師

と
巫
女
（
比
丘
尼
）
の
活
動
の
跡
で
あ
る
。
船
江
は
か
つ
て
こ
う
し
た
巫
祝
の
徒

の
拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
金
岡
寺
は
開
か
れ
、
大
神
宮
の
鬼
門
を

守
る
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
地
に
根
づ
い
て
生
長
し
た
の
が
、
北
野
天
神

と
い
う
御
霊
神
に
仕
え
た
白
大
夫
春
彦
の
伝
説
で
あ
る
。
箕
曲
論
船
江
の
御
霊
神

に
仕
え
た
陰
陽
師
に
よ
っ
て
、
こ
の
伝
説
は
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
注
」（

1
）
拙
稿
冊
度
会
春
彦
本
縁
！
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
…
」
（
皿
東
海
学
園
　
」
、
一
口
語
・
文
学
・

文
化
」
第
七
号
）
平
成
二
十
年
一
、
一
月
　
　
同
㎜
宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像
…
度
会
氏
の

祖
先
祭
祀
と
胞
衣
の
祀
り
一
」
皿
東
海
学
園
　
言
語
・
文
学
・
文
化
」
第
九
号
）
平
成
二
十

二
年
一
、
一
月

（
2
）
本
田
安
次
冊
伊
勢
神
楽
之
研
究
」
（
著
作
集
第
七
巻
『
日
本
の
伝
統
芸
能
』
所
収
）

平
成
七
年
四
月

（
3
）
『
岩
屋
本
襲
撃
』
は
、
『
両
部
神
道
集
』
（
真
福
寺
善
本
叢
刊
6
）
の
冊
高
望
蔵
等
秘

露
」
に
紹
介
さ
れ
た
。

（
4
）
前
掲
拙
稿
（
1
）
。

（
5
）
永
池
健
二
皿
歌
占
と
自
大
夫
一
匹
江
真
澄
白
大
夫
説
追
孜
一
」
（
近
畿
大
学
日
本
文

化
研
究
所
編
『
U
本
文
化
の
鉱
脈
』
所
収
）
平
成
八
年
一
∴
月
。
拙
稿
皿
伊
勢
の
自
大
夫
伝

説
…
御
師
と
伊
勢
比
丘
尼
…
」
令
東
海
近
世
」
第
十
七
号
）
平
成
二
十
年
一
、
、
月
。

（
6
）
拙
稿
㎜
伊
勢
の
白
大
夫
伝
説
…
御
師
と
伊
勢
比
丘
尼
！
」
（
皿
東
海
近
世
」
第
十
七

号
）
平
成
一
、
十
年
三
月
。
中
村
幸
彦
に
㎜
白
太
夫
考
！
天
神
縁
起
外
伝
！
」
（
著
作
集
十
巻

所
収
）
が
あ
る
。

（
7
）
松
木
時
彦
は
『
神
都
百
物
語
』
（
七
十
皿
大
善
神
」
）
の
な
か
で
皿
船
江
三
橋
氏
旧

記
」
を
紹
介
し
て
、
冊
き
ん
女
に
関
わ
る
部
分
は
三
橋
氏
旧
記
の
如
く
で
大
董
は
な
か
ら
う
」

と
述
べ
て
い
る
。

（
8
）
松
木
時
彦
は
、
金
剛
寺
が
比
丘
尼
寺
で
あ
っ
た
所
以
と
と
も
に
、
松
木
氏
の
㎜
支

配
寺
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
（
『
神
都
百
物
語
』
）
。

（
9
）
『
一
、
一
重
県
の
地
名
』
（
酬
箕
曲
郷
」
の
項
目
）
平
凡
社
・
歴
史
地
名
大
系

（
1
0
）
『
宇
治
山
田
市
史
』
上
巻
（
「
地
誌
篇
第
四
章
皿
朧
が
池
」
の
項
）

（
1
1
）
（
1
2
）
『
宇
治
山
田
市
史
』
下
巻
（
「
神
社
篇
第
二
章
冊
船
江
上
社
」
の
項
）

（
1
3
）
外
宮
板
垣
北
御
門
の
西
、
藤
岡
山
の
麓
に
上
御
井
の
井
水
（
忍
穂
井
と
も
い
う
）
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か
れ
る
以
前
か
ら
、
「
土
公
の
神
」
や
「
少
将
井
天
王
幅
利
審
女
」
を
ま
つ
る
巫

祝
の
徒
が
い
た
。
そ
の
社
地
に
船
江
上
社
が
勧
請
さ
れ
、
境
内
に
箕
曲
氏
社
が
ま

つ
ら
れ
て
い
た
。
山
田
の
陰
陽
師
は
、
こ
の
氏
神
に
仕
え
て
、
卜
占
・
祈
祷
の
わ

ざ
に
し
た
が
い
、
祝
言
の
獅
子
舞
を
演
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
六
）
白
大
夫
伝
説
と
陰
陽
師

　
金
岡
寺
は
、
船
江
の
「
翻
意
の
寮
」
の
跡
に
開
か
れ
、
境
内
の
巨
大
な
台
石
に

は
、
白
大
夫
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
前
に
も
引
い
た
「
旧
記
」
の
記
事
を

改
め
て
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
松
木
春
彦
白
大
夫
大
明
神
、
菅
丞
相
の
筑
紫
に
て
御
薄
れ
半
日
候
節
、
為
御

　
　
形
見
、
御
集
彫
刻
し
、
御
姿
絵
姿
の
石
壱
ツ
給
り
、
白
大
夫
被
に
入
れ
、
筑

　
　
紫
よ
り
帰
ら
せ
給
ふ
。
壱
ツ
の
野
禽
社
地
に
納
祭
り
給
ふ
所
、
大
石
と
相
成

　
　
に
よ
り
、
快
の
天
満
宮
と
も
崇
め
祭
る
。
又
鎮
守
共
謀
祭
り
、
正
五
九
月
に

　
　
は
、
松
木
氏
よ
り
御
供
備
る
。

　
筑
紫
に
て
道
真
よ
り
給
わ
っ
た
形
見
の
石
一
道
真
の
姿
を
刻
ん
だ
石
を
、
白
大

夫
は
快
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
金
岡
寺
の
境
内
に
、
こ
の
石
を
ま
つ
る
と
、
成

長
し
て
大
石
と
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
挟
の
天
満
宮
と
崇
め
た
と
い
う
。
こ
こ
に

自
大
夫
・
度
会
春
彦
の
祠
「
白
大
夫
大
明
神
」
も
勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
度
会

二
会
の
松
木
氏
は
、
こ
の
石
を
「
鎮
守
共
奉
祭
り
、
正
五
九
月
末
は
、
松
木
氏
よ

り
御
供
備
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
供
養
を
怠
り
な
く
つ
づ
け
て
き
た
。

　
金
岡
寺
に
白
大
夫
大
明
神
を
勧
請
し
た
の
は
、
度
会
二
門
の
松
木
氏
で
あ
る
と

し
て
も
、
そ
の
神
祭
に
奉
仕
し
た
の
は
だ
れ
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
京
都

北
野
天
満
宮
の
末
社
「
自
大
廟
社
」
の
こ
と
か
ら
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

今
は
そ
の
余
裕
が
な
い
。
概
略
だ
け
を
示
し
て
み
る
。
『
北
野
神
記
」
（
応
永
十
四

年
奥
書
・
一
四
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、
北
野
の
自
大
皇
継
は
、
伊
勢
神
宮
の
祠
官
度

盆
彦
を
ま
つ
る
と
い
聴
白
大
夫
は
・
誉
ハ
が
罪
を
え
て
纂
に
下
向
す
る
と

き
、
と
も
に
下
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
北
野
社
に
、
白
大
夫
が
一

握
り
の
飯
を
奉
献
し
た
ゆ
え
に
、
当
社
の
竃
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
。
こ
こ
が
北

野
と
伊
勢
の
白
大
夫
伝
説
を
つ
な
ぐ
重
要
な
観
点
で
あ
る
と
思
う
。
竈
神
は
陰
陽

師
の
奉
ず
る
神
で
あ
る
。
北
野
に
自
大
夫
社
が
ま
つ
ら
れ
る
背
景
に
は
、
、
竈
の

清
浄
を
守
り
祈
祷
を
お
こ
な
っ
て
き
た
陰
陽
師
の
活
動
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
か
れ

ら
が
白
大
夫
を
竈
神
と
奉
じ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
金
岡
寺
の
旧
地
・
箕
曲
郷
船
江
に
は
、
船
江
上
社
が
ま
つ
ら
れ
、
御
霊
神
に
仕

え
る
巫
祝
の
徒
（
陰
陽
師
・
巫
女
）
が
い
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
。
船
江
の
地
・

金
岡
寺
に
勧
請
さ
れ
た
天
満
宮
と
白
大
夫
明
神
の
祭
に
し
た
が
っ
た
の
は
、
御
霊

神
を
奉
祀
す
る
山
田
の
陰
陽
師
で
あ
る
。
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
地
に
あ
っ
て
、
度

会
春
彦
を
白
大
夫
神
と
奉
じ
て
、
祈
祷
・
卜
占
に
し
た
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
八
社
の
御
頭
神
事
の
ま
つ
り
を
宰
領
し
た
の
は
、
外
宮
の
御
師
た
ち
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

か
れ
ら
は
「
無
畜
」
と
い
う
頭
仲
問
を
組
ん
で
、
ま
つ
り
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
差
配
の
も
と
に
、
陰
陽
師
は
産
土
社
の
ま
つ
り
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。

結
衆
の
宰
領
の
も
と
、
箕
曲
氏
の
よ
う
な
山
田
の
陰
陽
師
が
、
金
岡
寺
の
巨
大
な

石
を
「
快
の
天
満
宮
」
と
ま
つ
り
、
白
大
夫
の
祠
を
か
ま
え
て
神
祭
を
つ
づ
け
て

き
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
か
れ
ら
は
松
木
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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ふ
　
千
代
も
経
ぬ
べ
し

　
　
・
天
王
八
王
子
婆
利
賓
女
じ
や
く
ど
く
　
鬼
神
に
千
代
の
御
神
楽
参
ら
す
る

　
八
王
子
の
御
霊
神
が
祭
の
庭
に
よ
び
出
さ
れ
、
神
楽
に
よ
っ
て
清
し
め
ら
れ
る
。

そ
こ
に
陰
陽
師
が
加
わ
っ
て
、
ま
つ
り
の
庭
を
祓
い
清
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

う
た
わ
れ
る
「
八
王
子
」
が
、
外
宮
の
産
土
八
社
で
あ
る
。
伊
勢
神
楽
の
詳
細
は

本
田
安
次
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
竈
清
め
の
湯
立
て
に
よ
っ
て
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
場
が
清
め
ら
れ
、
祝
詞
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
竈
清
め
の
鷹
に
八
王
子
の

社
人
と
し
て
つ
ら
な
っ
た
の
が
「
巫
」
（
陰
陽
師
）
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
八
王
子
社
の
陰
陽
師
に
つ
い
て
は
、
『
神
宮
誌
略
」
（
「
八
王
子
社
祝
」
）
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
八
王
子
」
は
、
宇
治
中
村
の
産

土
社
を
い
う
。

　
　
此
社
は
神
宮
に
拘
は
ら
ず
、
村
人
の
沙
汰
な
れ
ば
、
社
祝
の
代
り
に
巫
を
も

　
　
て
仕
へ
し
め
し
な
ら
ん
。
二
階
（
※
度
会
氏
）
氏
社
に
は
博
士
の
祝
詞
を
申

　
　
す
よ
し
を
記
し
た
り
。
か
く
巫
と
い
ひ
博
士
と
い
ふ
の
は
、
男
巫
に
て
、
今

　
　
の
世
に
い
は
ゆ
る
陰
陽
師
の
事
な
り
。
［
今
も
此
面
は
野
村
の
陰
陽
師
此
社

　
　
の
祭
を
預
か
れ
り
と
云
。
］
委
し
く
知
り
が
た
し
。

　
陰
陽
師
が
、
八
王
子
社
の
神
職
に
か
わ
っ
て
、
祝
詞
を
と
な
え
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
「
今
も
此
社
は
畠
田
の
陰
陽
師
此
社
の
祭
を
預
か
れ
り
と
云
」

と
い
う
も
の
の
、
陰
陽
師
が
ど
う
い
う
役
割
で
祭
に
加
わ
っ
て
い
た
の
か
、
残
念

な
が
ら
そ
の
詳
細
は
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。
村
山
修
一
は
、
留
湯
の
法
師
陰
陽

師
で
あ
っ
た
声
聞
師
が
、
「
牛
頭
天
王
の
祭
文
を
読
ん
で
疫
神
祓
い
を
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

病
気
平
癒
の
祈
祷
を
し
た
り
、
算
占
を
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
照
ら

せ
ば
、
産
土
八
社
の
陰
陽
師
が
、
御
頭
神
事
の
お
り
に
『
八
王
子
祭
文
」
を
読
み

あ
げ
、
祈
祷
を
し
て
疫
神
祓
い
の
わ
ざ
に
し
た
が
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

か
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
山
田
の
産
土
八
社
の
祭
に
加
わ
っ
た
陰
陽
師
の
実
態
は
、
な
か

な
か
と
ら
え
が
た
い
。
た
だ
由
田
の
陰
陽
師
に
つ
い
て
は
、
『
一
二
方
会
合
諸
旧
例

書
」
（
神
宮
文
庫
蔵
）
に
そ
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
暦
陰
陽
師
拾
四
人

　
　
但
シ
先
年
物
思
曲
主
水
、
保
利
田
山
城
、
若
太
夫
三
人
陰
陽
師
二
雨
残
リ
ハ

　
　
白
人
二
黒
処
、
追
々
土
御
門
家
相
頼
、
官
名
申
請
候
事
、

　
　
　
二
曲
主
水
、
箕
曲
主
計
、
飛
鳥
帯
刀
、
瀬
川
舎
人
、
中
規
図
書
、
山
［
右

　
　
　
兵
衛
、
村
松
左
京
、
冨
田
大
戴
、
中
地
外
記
、
宮
崎
左
近
、
西
嶋
左
門
、

　
　
　
箕
曲
主
膳
、
中
川
隼
人
、
保
利
田
山
城

　
こ
こ
に
名
前
の
あ
が
る
三
流
の
陰
陽
師
は
、
箕
曲
氏
社
に
仕
え
て
、
卜
占
・
祈

祷
の
わ
ざ
に
し
た
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
箕
曲
底
は
、
外
宮
の
御
師
の
家
で

は
な
い
が
、
箕
曲
氏
社
に
属
し
て
、
御
頭
神
事
に
奉
仕
し
た
巫
祝
の
徒
で
あ
っ
た
。

か
れ
ら
は
正
月
十
五
日
の
御
頭
神
事
の
と
き
に
、
外
宮
北
御
門
橋
前
に
て
獅
子
舞

を
演
じ
て
、
見
物
し
た
外
宮
の
お
子
良
か
ら
、
夷
扇
一
本
が
与
え
ら
れ
た
（
『
神

宮
計
略
』
十
五
「
獅
子
舞
」
）
。
柳
田
国
男
に
よ
れ
ば
、
か
れ
ら
伊
勢
山
田
の
麿
陰

陽
師
は
、
毎
年
除
夜
に
外
宮
玉
垣
門
の
外
に
押
し
か
け
、
樒
を
投
げ
込
ん
で
帰
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

た
り
、
氏
子
の
家
を
廻
っ
て
、
祝
言
の
舞
を
演
じ
た
り
し
た
。

　
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
金
岡
寺
の
前
身
、
恵
康
尼
の
比
丘
尼
寮
の
こ

と
で
あ
る
。
船
倉
奥
西
郷
の
森
に
河
原
淵
社
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
比
丘
尼
寮
が
開
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メ
ン
ト
宣
フ
。
彷
今
ロ
蘇
民
将
来
力
子
孫
ト
称
テ
御
幣
ヲ
捧
テ
供
物
ト
厳
掛

　
　
ヲ
ソ
ロ
シ
ク
御
座
ス
。
東
王
ノ
父
王
西
王
ノ
聖
天
及
所
生
八
王
子
ノ
春
属
諸

　
　
神
癒
讃
知
納
受
セ
シ
メ
給
ヘ
ト
申
。

　
つ
づ
い
て
、
山
田
郷
の
氏
人
の
安
穏
泰
平
と
氏
子
の
息
災
延
命
と
を
祈
念
し
て

祭
文
は
結
ば
れ
る
。
こ
の
あ
と
産
土
社
の
社
人
は
、
家
々
を
廻
っ
て
獅
子
舞
を
演

じ
た
。
こ
の
社
人
の
列
に
加
わ
っ
た
の
が
産
土
八
社
に
属
す
る
陰
陽
師
で
あ
り
、

か
れ
ら
が
『
八
王
子
祭
文
』
を
読
み
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
事
は
、
山
田
に

疫
腐
の
流
行
し
た
と
き
、
祓
い
を
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
（
『
毎
事
問
」
）
。

蘇
民
将
来
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
姦
曲
氏
社
の
氏
子
は
、
厄
除
け
を
祈
っ
て
「
蘇

民
将
来
の
子
孫
」
の
札
を
、
家
々
の
門
に
飾
っ
た
と
い
う
。

　
堀
田
吉
雄
に
よ
れ
ば
、
「
度
会
郡
の
宮
川
の
両
岸
に
沿
っ
て
、
御
頭
神
事
は
分

布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
来
は
山
田
（
伊
勢
市
）
に
発
祥
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
・
出
で
は
今
は
衰
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い
輪
α
）
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
や
牛
頭

天
王
を
祭
神
と
す
る
山
田
の
産
土
八
社
に
、
郷
民
は
疫
神
退
散
を
念
じ
て
き
た
の

で
あ
る
。
正
月
卜
六
ロ
の
前
後
三
日
に
わ
た
っ
て
祭
は
お
こ
な
わ
れ
、
十
五
日
に

は
、
山
田
の
市
中
の
所
々
で
、
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
た
。
堀
田
は
、
御
頭
神
事
の

面
白
さ
は
、
夜
の
「
打
ち
祭
」
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
特
色
は
火
祭
り
に
あ
っ

て
、
正
月
の
し
め
飾
り
が
す
べ
て
焼
き
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
祭
が
終
わ
る
と
、

橋
の
上
で
太
刀
を
伐
ち
払
っ
た
（
『
宮
川
夜
話
草
」
巻
之
四
「
御
頭
神
事
」
）
。
「
打

つ
」
と
い
う
行
為
に
は
、
「
眼
に
見
え
な
い
も
ろ
も
ろ
の
邪
悪
な
る
も
の
、
い
わ

ば
一
切
の
マ
ガ
ツ
ミ
を
う
ち
砕
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
夜
の
打
ち

祭
の
本
義
」
が
あ
る
と
堀
田
は
指
摘
し
て
い
る
。
む
か
し
は
、
薦
で
か
た
ど
っ
た

獅
子
頭
を
、
祭
が
終
わ
れ
ば
焼
却
し
た
と
い
う
（
『
宮
川
夜
話
草
』
）
。

　
こ
の
火
祭
り
は
、
正
月
十
五
日
の
小
正
月
の
行
事
、
「
塞
の
神
送
り
」
と
い
っ

て
い
い
。
村
境
に
災
い
を
な
す
邪
霊
を
送
り
、
村
人
の
細
面
と
健
康
を
祈
る
の
で

あ
る
。
御
頭
神
事
の
打
ち
祭
が
、
橋
の
上
で
行
わ
れ
る
の
も
、
境
界
の
「
塞
の
神

祭
」
の
古
義
を
伝
え
て
い
る
。

（
五
）
伊
勢
門
田
の
陰
陽
師

　
山
田
の
陰
陽
師
は
、
御
頭
神
事
の
み
な
ら
ず
、
神
楽
の
庭
に
も
列
な
っ
て
い
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
霜
月
十
六
ロ
、
常
明
寺
の
法
楽
神
楽
（
伊
勢
神
楽
）
に
、
「
巫
」

が
加
わ
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
い
う
「
巫
」
と
は
、
産
土
社
の
陰
陽
師
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）

の
伊
勢
神
楽
に
「
天
王
の
寄
」
の
一
曲
が
あ
っ
て
、
「
八
王
子
」
が
讃
え
ら
れ
る
。

　
　
・
い
や
大
宝
天
王
我
が
君
は
　
い
や
位
は
高
く
て
中
の
問
に
　
い
や
は
り
さ

　
　
い
ち
よ
の
公
達
は
い
や
左
や
右
に
御
座
し
ま
す

　
　
・
い
や
此
の
村
に
齋
は
れ
ま
し
ま
す
村
の
神
　
い
や
御
霊
の
御
前
に
遊
び
参

　
　
ら
ん

　
　
・
い
や
八
王
子
は
嶺
に
帝
み
ぞ
（
ま
り
）
御
座
し
ま
す
　
い
や
み
す
吹
上
げ

　
　
の
寒
き
所
に

　
　
・
い
や
八
王
子
の
摺
り
召
す
衣
結
び
お
ろ
し
　
い
や
神
の
も
り
ら
（
子
）
に

　
　
着
せ
て
舞
は
せ
ん

　
　
・
い
や
氏
人
は
命
全
か
れ
　
い
や
平
な
る
石
の
丸
に
な
る
ま
で

　
　
・
い
や
此
の
御
前
に
参
り
進
ま
ん
（
む
る
）
か
げ
も
よ
し
　
い
や
祈
り
も
叶
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社
、
今
村
社
、
牛
頭
社
、
組
曲
社
、
落
獅
子
が
そ
れ
で
あ
る
。
落
獅
子
と
い
う
の

は
、
天
か
ら
降
っ
て
き
た
獅
子
頭
を
八
つ
に
綴
り
あ
わ
せ
た
も
の
で
、
こ
の
一
座

だ
け
に
は
社
地
が
な
い
。
御
頭
神
事
に
つ
い
て
『
主
調
須
知
」
（
久
志
本
常
彰
）

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
山
田
郷
産
土
神
社
々
有
。
大
社
、
藤
社
、
茜
社
、
坂
村
社
、
今
村
社
、
牛
頭

　
　
社
、
箕
曲
社
、
落
獅
子
［
此
一
座
社
地
無
］
。
総
テ
八
社
也
。
（
中
略
）

　
　
　
夫
レ
山
城
ノ
国
祇
園
ノ
社
ハ
素
麺
鳴
ノ
尊
ニ
テ
、
牛
頭
天
王
ト
モ
武
塔
天

　
　
神
ト
モ
申
ス
。
愚
慮
ヲ
払
ヒ
除
ル
ノ
神
徳
マ
シ
マ
ス
。
其
昔
山
田
郷
疫
腐
流

行
ノ
時
、
人
民
此
ノ
神
（
※
産
土
神
獅
子
）
ヲ
祭
り
疫
腐
ヲ
免
シ
ニ
由
テ
即

郷
々
ノ
産
土
神
ト
崇
祀
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
俗
二
尾
頭
ト
云
ハ
獅
子
也
。

社
二
獅
子
有
。
（
中
略
）
此
ノ
祇
園
ノ
獅
子
二
倣
ヒ
、

祇
園
ノ

山
田
産
土
神
社
モ
祇

園
ト
指
墨
ナ
ル
故
、
社
二
獅
子
ヲ
納
メ
置
。
正
月
十
五
六
ロ
其
社
々
神
事
二

　
　
テ
獅
子
出
テ
、
其
産
土
ノ
封
域
ヲ
廻
り
テ
獅
子
舞
ヲ
ナ
ス
ナ
ル
ベ
シ
。
（
後

　
　
略
）

　
こ
こ
に
名
前
の
あ
が
る
八
社
は
、
八
王
子
社
と
も
よ
ば
れ
、
祇
園
の
神
・
ス
サ

ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
ま
つ
る
（
『
神
民
須
知
」
・
「
八
王
子
」
）
。
八
王
子
と
は
、
牛

頭
天
王
と
龍
王
の
娘
・
婆
利
采
女
の
問
に
で
き
た
八
人
の
王
子
で
あ
り
、
行
疫
神

と
し
て
畏
れ
ら
れ
た
（
『
牛
頭
天
王
縁
起
」
）
。
こ
の
御
霊
神
を
ま
つ
る
の
が
、
山

田
の
産
土
八
社
で
あ
る
。
こ
の
氏
神
八
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
獅
子
頭
を
ご
神
体
の

よ
う
に
奉
じ
て
、
年
々
の
ま
つ
り
ご
と
を
つ
づ
け
て
き
た
。
『
毎
事
問
」
に
よ
れ

ば
、
船
江
上
社
の
境
内
社
・
箕
曲
氏
社
の
獅
子
頭
は
、
天
文
四
年
に
造
ら
れ
、
出

社
の
獅
子
頭
は
、
永
禄
、
一
年
に
彫
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
山
田
十
二

郷
の
八
産
生
神
の
御
頭
神
事
は
、
恐
ら
く
室
町
時
代
以
降
に
至
っ
て
始
ま
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輪
）

と
い
う
説
と
見
合
っ
て
い
る
。
陰
陽
道
の
盛
行
し
た
中
世
に
、
産
土
各
社
が
、
競
っ

て
牛
頭
天
王
、
八
王
子
を
ま
つ
り
、
獅
子
頭
の
神
事
を
と
り
お
こ
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
ば
御
頭
神
事
と
は
、
疫
神
を
鎮
め
る
御
霊
の
祭
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
。

　
井
坂
徳
辰
『
神
慮
郷
社
天
王
八
王
子
配
丁
霊
」
（
神
宮
文
庫
蔵
・
慶
応
四
年
）

に
よ
れ
ば
、
正
月
十
五
ロ
の
御
頭
神
事
に
は
、
産
土
八
社
の
氏
人
が
参
集
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

八
王
子
祭
文
が
読
み
あ
げ
ら
れ
た
。
祭
文
は
室
町
時
代
、
永
禄
の
頃
か
ら
読
み
あ

げ
ら
れ
て
き
た
が
、
制
作
さ
れ
た
時
代
は
も
っ
と
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う

　
　
右
八
王
子
祭
文
ハ
、
箕
曲
社
二
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
勤
役
ノ
名
長
ノ
人
名

　
　
二
幅
テ
考
フ
ル
ニ
、
永
禄
ノ
比
ノ
祭
儀
二
読
ム
所
ト
見
エ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ

　
　
祭
文
ハ
、
其
時
代
二
作
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
古
来
相
伝
ヘ
テ
用
ヒ
シ
文

　
　
ナ
ル
事
疑
ナ
シ
。
（
中
略
）
此
祭
文
二
拠
テ
見
レ
バ
、
産
土
神
社
八
王
子
祭

　
　
ニ
ハ
、
其
郷
居
住
氏
子
ノ
禰
官
等
始
ト
シ
テ
上
中
下
ノ
氏
人
村
人
悉
参
集
シ

　
　
テ
、
祭
儀
二
預
リ
シ
事
知
ラ
レ
タ
リ
。

　
こ
こ
に
は
箕
曲
筆
の
祭
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
読
諦
さ
れ
た

八
王
子
祭
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
八
王

子
祭
文
』
の
一
部
を
こ
こ
に
あ
げ
て
み
よ
う
。
「
八
王
子
祭
文
再
拝
］
で
始
ま
り
、

前
半
に
「
牛
頭
天
王
縁
起
」
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
　
時
二
細
謹
天
神
王
井
所
生
八
王
子
ノ
誓
如
レ
此
蘇
民
将
来
申
テ
云
末
代
ノ
衆

　
　
生
何
蘇
民
将
来
力
子
孫
ト
シ
ラ
シ
メ
奉
ラ
ン
ト
申
。
神
王
宣
ク
茅
（
チ
ガ
ヤ

　
　
ノ
）
輪
ヲ
作
り
右
ノ
腰
二
着
ケ
シ
メ
ヨ
。
註
（
シ
ル
シ
）
ト
シ
テ
守
護
セ
シ
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鄭
重
に
ま
つ
っ
て
、
洪
水
や
早
越
の
害
の
少
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
た
の
で
あ

る
。
怖
ろ
し
い
威
力
を
発
動
す
る
御
霊
は
、
一
方
で
は
、
障
碍
の
侵
入
を
防
ぐ
神

で
も
あ
っ
た
。
「
旧
記
」
は
、
こ
れ
ら
御
霊
の
神
を
ま
つ
る
船
江
の
地
を
、
「
大
神

宮
の
鬼
門
を
守
る
神
」
の
鎮
座
す
る
処
と
記
録
す
る
。
崇
り
な
す
御
霊
神
は
、
外

宮
を
守
護
す
る
威
力
あ
る
神
と
も
信
じ
ら
れ
、
ま
つ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
「
土
公
神
」
や
御
霊
神
の
ま
つ
り
に
し
た
が
っ
た
の
が
、
後
述
す
る
よ
う
に

古
来
の
河
原
廟
社
（
の
ち
の
湯
江
上
社
・
箕
曲
氏
社
）
の
神
に
仕
え
て
、
水
神
祭

祀
を
お
こ
な
っ
て
き
た
陰
陽
師
と
考
え
ら
れ
る
。

　
箕
曲
郷
船
影
に
「
西
星
の
寮
」
は
建
て
ら
れ
た
。
寮
と
は
、
本
来
、
寺
院
の
学

寮
で
あ
る
が
、
恵
康
尼
は
こ
の
比
丘
尼
寮
を
金
岡
寺
と
し
て
再
興
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
今
は
比
丘
尼
寮
に
住
ひ
、
此
寮
を
西
星
の
寮
と
云
て
、
む
か
し
春
日
大
明
神
、

　
　
少
将
井
天
王
彼
利
審
女
の
御
姿
を
彫
刻
し
、
則
春
日
大
神
の
御
姿
を
写
し
、

　
　
宇
法
童
子
御
姿
と
を
、
此
寮
に
祭
り
奉
り
、
松
木
氏
の
領
せ
ら
る
、
森
な
り

　
箕
曲
郷
の
郷
民
は
、
河
原
淵
社
の
む
か
し
か
ら
「
少
将
井
天
王
彼
利
孝
女
」
を

彫
刻
k
春
塵
事
」
・
「
宇
法
童
子
」
の
姿
を
写
し
て
ま
つ
っ
て
発
と
い
憾

こ
れ
ら
の
神
々
に
、
洪
水
や
疫
腐
の
害
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
、
か
さ
ね
て
祈
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
「
旧
記
」
を
読
み
す
す
め
れ
ば
、
「
奥
西
郷
」
の
森
に
ま
つ
ら
れ
た

土
公
神
や
御
霊
神
は
、
洪
水
や
疫
病
か
ら
度
会
氏
を
守
る
神
々
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
く
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
西
湖
の
寮
」
の
比
丘
尼
は
、
本
来
、
こ
れ
ら
御

霊
の
神
に
仕
え
る
巫
女
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
寮
の
跡
地
に
恵
康
尼
は
、

金
岡
寺
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
旧
記
」
の
要
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
　
①
箕
曲
郷
は
、
む
か
し
ょ
り
松
木
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
。

　
　
②
「
奥
西
郷
」
の
森
に
ま
つ
ら
れ
る
船
脚
上
社
は
、
水
の
神
を
ま
つ
る
。

　
　
③
船
江
上
社
の
境
内
社
箕
曲
氏
社
は
、
度
会
氏
の
遠
祖
「
天
壌
羅
雲
命
」
を

　
　
　
ま
つ
る
。

　
　
④
零
墨
の
比
丘
尼
寮
を
、
恵
康
尼
が
金
岡
寺
と
し
て
中
興
開
基
し
た
。

　
　
⑤
金
岡
寺
は
、
神
宮
（
外
宮
鷺
受
宮
）
の
鬼
門
を
ま
も
る
。

　
　
⑥
金
岡
寺
に
菅
神
の
祠
が
勧
請
さ
れ
、
白
大
夫
伝
説
が
残
る
。

　
松
木
氏
の
保
護
の
も
と
、
神
宮
（
外
宮
豊
受
宮
）
の
鬼
門
を
ま
も
る
地
、
船
江

に
金
岡
寺
は
開
か
れ
、
そ
の
境
内
に
度
会
底
の
遠
祖
・
度
会
春
彦
が
、
白
大
夫
明

神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
旧
記
」
の
語
る
金
岡
寺
の
来
歴
で
あ
る
。
し

か
し
、
不
明
な
こ
と
は
い
く
ら
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
贈
官
郷
が
白
大
夫
大
明
神

の
領
地
で
あ
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
断
定
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は

山
田
箕
曲
郷
の
氏
人
が
、
白
大
夫
度
会
春
彦
を
神
と
仰
ぎ
、
ま
つ
り
を
つ
づ
け
て

き
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
『
藤
園
雑
纂
』
が
、
春

彦
を
「
陰
陽
道
信
仰
の
人
」
と
す
る
の
は
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
な
ら
ば
金

岡
寺
の
白
大
夫
伝
説
と
陰
陽
師
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
山
田
の

行
疫
神
の
ま
つ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。

（
四
）
出
田
産
土
八
社
の
御
頭
神
事

　
山
田
に
は
八
所
の
産
土
社
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
獅
子
頭
を
蔵
し
、
こ
れ
を
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
焉
）

頭
と
称
し
て
、
ご
神
体
の
よ
う
に
尊
崇
し
て
き
た
。
大
社
、
網
鳥
、
茜
社
、
坂
村
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か
な
い
。
伊
勢
神
宮
の
北
東
（
丑
寅
）
、
「
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
社
地
」
に
金
岡

寺
は
建
て
ら
れ
、
そ
こ
に
「
快
の
天
満
宮
」
の
祠
が
勧
請
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ

の
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
つ
ま
り
誰
が
「
快
の
天
満
宮
」
を
鎮
守
と
し
て
ま

つ
り
ご
と
を
つ
づ
け
て
き
た
の
か
。
そ
れ
を
含
め
て
不
明
な
と
こ
ろ
は
多
い
。
ま

ず
は
白
大
夫
大
明
神
の
領
地
で
あ
っ
た
と
い
う
心
墨
郷
に
、
か
つ
て
ど
の
よ
う
な

神
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
か
、
「
旧
記
」
を
史
料
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

（
三
）
箕
曲
郷
黒
滝
の
行
疫
神

　
「
旧
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
山
田
の
原
野
曲
郷
は
、
む
か
し
ょ
り
白
大
夫
大
明
神

の
領
せ
ら
る
、
地
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
金
岡
寺
は
、
白
大
夫
春
彦
の
領
地
で
あ
っ

た
箕
曲
郷
塩
江
の
地
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
箕
豊
郷
の
墓
域
は
、
現
伊
勢
市
吹

上
・
河
崎
・
船
江
・
馬
瀬
町
、
現
御
薗
村
王
中
島
な
ど
、
勢
田
川
中
下
流
域
左
岸

　
　
　
　
（
9
）

一
帯
に
及
ぶ
。
勢
田
川
や
宮
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
、
た
び
た
び
洪
水
に
洗
わ
れ
、

川
の
流
れ
が
変
わ
る
た
び
に
、
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
土
地
で
あ
る
。
以
下
に

述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
に
水
の
神
が
ま
つ
ら
れ
た
の
も
、
箕
曲
郷
の
右
の
よ
う

な
立
地
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
「
旧
記
」
は
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、

　
　
箕
曲
の
郷
の
内
朧
ケ
池
の
辺
り
、
河
の
神
水
の
神
を
祭
る
社
地
有
之
。
右
之

　
　
池
の
流
れ
を
津
川
と
云
て
、
此
所
に
森
あ
り
。
旧
跡
に
て
土
公
の
神
を
祭
り

　
　
奉
る
と
云
。
社
地
此
所
之
尊
と
申
奉
に
よ
り
、
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
神
、

　
　
御
鎮
座
と
取
所
也
。

と
記
し
て
い
る
。
腱
ケ
池
と
は
、
船
江
上
社
の
前
の
池
で
、
宮
川
の
分
流
が
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

を
貫
流
し
て
勢
田
川
に
注
い
で
い
た
。
こ
の
池
の
水
は
、
ど
ん
な
早
漏
の
と
き
も
、

盗
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
腱
ケ
池
の
辺
り
、
河
の
神
水

の
神
を
祭
る
社
地
」
と
は
、
船
江
上
社
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
来
、
当
社
は
河
原

淵
社
と
よ
ば
れ
、
河
原
社
、
杜
社
（
毛
理
社
）
と
と
も
に
、
水
の
神
（
澤
姫
神
）

　
　
　
　
　
　
（
n
）

を
ま
つ
っ
て
き
た
。
そ
の
河
原
淵
社
の
旧
地
に
、
産
土
の
神
と
し
て
船
江
上
社
が

勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
船
江
上
社
の
境
内
に
あ
る
箕
曲
底
社
は
、
い
ず
れ
の
頃
か
洪
水
に
あ
っ
た
と
き
、

船
江
町
天
神
浜
に
漂
着
し
た
社
を
ま
つ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
俗
に
三
社
と
称
し

範
『
二
宮
管
社
沿
革
考
」
は
「
箕
喪
社
」
に
つ
い
て
・

　
　
自
社
ハ
長
徳
血
肥
二
日
ク
、
箕
曲
ノ
氏
社
ト
云
ヘ
リ
。
寛
文
三
年
諸
社
再
興

　
　
ノ
時
当
社
モ
造
営
ア
リ
。
（
中
略
）
土
俗
流
社
と
称
ス
。
（
中
略
）
「
杉
の
落

　
　
葉
」
二
云
ク
、
昔
洪
水
ア
リ
テ
此
寒
流
漂
シ
、
幸
田
ノ
辺
二
流
レ
止
り
タ
ル

　
　
ヲ
、
俗
二
流
社
ト
呼
出
リ
、

と
記
し
て
い
る
。
当
社
は
山
田
の
産
土
八
社
の
ひ
と
つ
で
、
度
会
氏
の
遠
祖
・
天

牟
羅
雲
鳥
を
ま
つ
っ
て
き
た
。
『
神
境
秘
事
談
」
（
享
和
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
度
会

氏
の
神
官
の
家
で
は
、
正
月
の
し
め
飾
り
「
蘇
民
将
来
子
孫
門
」
の
札
に
か
え
て
、

「
天
村
雲
命
」
と
書
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
天
村
雲
命
」
は
、
祇
園
の
牛
頭
天
王
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

同
じ
く
、
水
を
司
る
御
霊
神
の
神
格
を
有
す
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
「
旧
記
」
は
つ
づ
け
て
「
此
所
に
森
あ
り
。
旧
跡
に
て
土
公
の
神
を
祭
り
奉
る
」

と
述
べ
る
。
朧
が
池
の
近
く
に
「
奥
西
郷
」
の
森
（
今
、
俗
に
い
う
檜
木
尻
の
森

か
）
が
あ
っ
て
、
「
土
公
の
神
」
、
す
な
わ
ち
川
の
神
、
水
の
神
、
沢
の
神
が
ま
つ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
「
土
公
平
」
と
は
、
疑
り
な
す
障
擬
神
で
あ
る
。
そ
れ
を
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は
俗
に
白
大
夫
と
称
し
、
菅
原
道
真
の
流
罪
に
し
た
が
っ
て
、
筑
紫
に
下
っ
た
。

帰
国
の
お
り
に
播
州
袖
が
浦
に
て
小
石
を
拾
い
、
快
に
入
れ
て
も
ち
帰
っ
た
が
、

そ
の
石
、
年
々
長
大
と
な
っ
て
つ
い
に
巨
岩
に
成
長
し
た
の
で
、
こ
れ
を
台
石
と

し
て
小
祠
を
造
り
、
菅
原
天
神
を
ま
つ
っ
た
と
い
う
。

　
右
の
話
は
、
成
長
す
る
石
の
伝
説
で
あ
り
、
全
国
に
夜
話
も
多
い
。
柳
田
国
男

編
『
日
本
伝
説
名
彙
」
は
、
こ
れ
を
「
挟
石
」
と
し
て
の
せ
て
い
る
。
な
ぜ
金
岡

寺
に
こ
の
伝
説
が
伝
わ
る
の
か
、
廃
寺
と
な
っ
た
い
ま
で
は
、
そ
の
来
歴
は
た
ど

り
が
た
い
。
寺
伝
と
思
わ
れ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
記
述
だ
け

で
は
真
偽
も
さ
だ
め
が
た
い
。
『
宇
治
由
田
市
史
史
料
　
寺
院
編
1
」
（
伊
勢
市
立

図
書
館
蔵
）
の
「
金
岡
寺
」
の
項
目
に
、
「
船
江
三
橋
氏
旧
記
」
（
以
後
、
「
旧
記
」

と
略
記
す
る
）
と
し
て
記
録
さ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
三
橋
氏
に
つ
い
て
詳
細

は
不
明
で
あ
る
が
、
三
河
に
生
ま
れ
、
豊
臣
秀
次
に
仕
え
て
家
臣
と
な
っ
た
、
と

「
旧
記
」
は
い
う
。
御
巫
尚
書
が
、
嘉
永
三
年
五
月
十
七
日
に
借
覧
し
て
写
し
た

も
の
を
、
御
巫
清
在
が
、
大
正
十
三
年
五
月
置
あ
ら
た
め
て
書
写
し
た
の
が
、
こ

の
文
書
で
あ
る
。
『
宇
治
山
田
市
史
史
料
』
は
、
そ
の
概
略
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
　
寺
伝
二
云
フ
弘
法
大
師
ノ
開
基
ニ
シ
テ
真
言
宗
ナ
リ
シ
ガ
、
其
ノ
後
漸
次
二

　
　
衰
運
ノ
傾
キ
シ
ニ
、
文
禄
四
年
（
三
三
、
一
年
前
）
十
二
月
恵
康
尼
再
興
シ
テ

　
　
禅
宗
臨
済
派
ト
ナ
リ
、
代
々
尼
僧
タ
リ
。
恵
康
尼
俗
名
き
ん
ト
云
ヒ
、
豊
臣

　
　
秀
次
ノ
妾
ニ
シ
テ
、
文
禄
三
年
、
秀
次
山
田
二
落
チ
来
り
、
松
木
神
主
家
二

　
　
寄
食
シ
、
後
チ
当
寺
二
潜
居
セ
シ
ガ
、
翌
年
京
都
二
帰
ル
ロ
、
き
ん
女
ト
会

　
　
シ
テ
落
飾
シ
テ
当
寺
ヲ
中
興
セ
シ
ム
ト
。

　
文
禄
三
年
、
豊
臣
秀
次
が
松
木
神
主
家
の
庇
護
を
う
け
て
、
伊
勢
山
田
の
箕
曲

郷
に
潜
伏
し
て
い
た
と
き
、
寵
愛
を
う
け
た
「
き
ん
女
」
な
る
も
の
が
、
落
飾
し

て
恵
康
尼
と
な
の
り
、
金
岡
寺
を
再
興
し
た
。
「
旧
記
」
は
、
い
ち
お
う
縁
起
の

体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
な
に
や
ら
一
篇
の
貴
種
流
離
潭
の
よ
う
で
も
あ
り
、
ど

こ
ま
で
事
実
を
伝
え
る
の
か
、
お
ぼ
つ
か
な
い
。
と
り
わ
け
秀
次
が
伊
勢
に
来
た
っ

て
三
橋
氏
の
も
と
に
匿
わ
れ
た
な
ど
と
い
う
史
実
は
な
い
。
た
だ
伊
良
湖
小
久
保

禅
彌
の
女
き
ん
が
、
出
家
し
て
如
欣
禅
尼
と
な
り
、
金
岡
寺
の
中
興
開
山
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
こ
と
は
信
ず
る
に
足
る
、
と
松
木
時
彦
は
述
べ
て
い
る
。
文
意
の
通
じ
が
た
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
不
安
も
残
る
が
、
ま
ず
は
「
旧
記
」
の
語
る
白
大
夫
伝
説
に
注

目
し
て
み
よ
う
。

　
　
松
木
春
彦
白
大
夫
大
明
神
、
菅
丞
相
の
筑
紫
に
て
御
別
れ
被
遊
候
節
、
為
御

　
　
形
見
、
御
姿
彫
刻
し
、
御
姿
絵
姿
の
石
壱
ツ
給
り
、
白
大
夫
快
に
入
れ
、
筑

　
　
紫
よ
り
帰
ら
せ
給
ふ
。
壱
ツ
の
石
此
社
地
に
納
祭
り
給
ふ
所
、
大
石
と
相
成

　
　
に
よ
り
、
被
の
天
満
宮
と
も
崇
め
祭
る
。
又
鎮
守
共
奉
祭
り
、
正
五
九
月
に

　
　
は
、
松
木
氏
よ
り
御
供
備
る
。
菅
丞
相
御
姿
は
京
都
宮
様
に
有
之
。
御
姿
絵

　
　
は
山
田
の
原
箕
曲
の
郷
匂
村
に
も
有
之
と
云
。
松
木
氏
の
支
配
せ
ら
る
、
社

　
　
地
な
れ
は
、
町
屋
に
縁
無
之
。
殊
更
大
神
宮
の
鬼
門
を
守
る
社
地
な
れ
は
、

　
　
い
か
な
る
敵
も
押
寄
来
る
三
宮
ま
し
。

　
「
旧
記
」
の
特
長
は
、
松
木
家
と
白
大
夫
春
彦
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
金
岡
寺
は
、
松
木
底
の
庇
護
を
う
け
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
松
木

底
の
直
配
寺
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
聾
α
）
そ
れ
に
し
て
も
・
な
ぜ
識

寺
に
白
大
夫
伝
説
が
伝
え
ら
れ
る
の
か
、
こ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
不
明
と
い
う
し
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お
よ
そ
推
察
で
き
る
。

　
　
妙
見
堂
ノ
コ
ト
石
屋
本
幕
二
載
ス
ル
故
事
覚
束
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
但
シ
高
弟

　
　
モ
春
彦
モ
陰
陽
道
信
向
ノ
人
ナ
リ
。
尤
モ
妙
見
星
ヲ
祭
ル
コ
ト
、
此
頃
一
般

　
　
ノ
風
儀
ニ
テ
、
山
宮
祭
ト
云
フ
モ
太
山
府
君
ヲ
祭
ル
ナ
リ
。
山
宮
祭
ト
云
コ

　
　
ト
ハ
山
塩
湯
ト
称
ヘ
タ
ル
山
薬
ヲ
山
宮
ト
ナ
セ
ル
ニ
テ
、
由
君
ス
ナ
ハ
チ
太

　
　
山
府
君
ノ
略
称
ニ
テ
北
辰
星
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

　
高
命
・
春
彦
父
子
は
、
度
会
平
門
の
人
。
松
木
、
檜
垣
、
整
磁
、
久
志
本
な
ど

は
、
、
一
門
の
家
で
あ
る
。
以
前
、
論
じ
た
こ
と
な
の
で
省
略
す
る
が
、
山
宮
祭
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

妙
見
星
に
度
会
氏
の
繁
栄
を
祈
る
祖
先
祭
祀
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
高
主
・

春
彦
父
子
を
「
陰
陽
道
信
向
（
信
仰
）
の
人
」
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
（
妙
見
堂
の
縁
起
）
は
、
度
会
系
図
が
記
録
す
る
春
彦

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
事
跡
と
は
異
な
る
。
「
石
屋
本
石
点
語
ス
ル
故
事
覚
束
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
山
宮
祭
の
故
事
は
、
あ
く
ま
で
も
伝
承
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

た
と
え
伝
承
に
し
て
も
、
一
族
を
率
い
て
山
宮
祭
を
主
宰
し
た
春
彦
が
、
陰
陽
道

信
仰
の
人
と
さ
れ
る
の
は
、
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
り
、
ど
ん
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
の
か
。
前
稿
で
は
、
占
ト
や
祈
祷
の
わ
ざ
に
し
た
が
う
陰
陽
師
が
、
度
会
春
彦

を
奉
じ
て
こ
の
祭
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、
い
さ
さ
か
指
摘
し
て
お
い
た
の
だ

が
、
本
稿
は
そ
の
つ
づ
き
に
あ
た
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
春
彦
に
は
別
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
勢
陽
趣
致
遺
響
」

（
度
会
郡
「
岡
崎
宮
」
）
は
、
山
宮
祭
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
白
大
夫
伝
説
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

　
　
春
彦
ハ
度
会
底
盤
シ
テ
菅
右
府
道
真
公
二
屈
従
セ
シ
白
太
夫
ノ
事
ナ
リ
。
既

　
　
二
洛
陽
北
野
菅
廟
ノ
本
殿
ノ
前
東
ノ
傍
二
白
太
夫
祠
ト
云
ア
リ
。
社
伝
云
勢

　
　
州
神
主
春
彦
霊
也
ト
云
。
本
府
ニ
ハ
彼
神
霊
ハ
松
木
町
ノ
松
木
社
二
祠
レ
リ
。

　
　
松
木
ヲ
称
号
ト
ス
ル
カ
故
旧
其
族
ノ
奉
祀
ス
ル
処
ナ
リ
。

　
度
会
春
彦
は
白
大
夫
と
称
し
て
、
筑
紫
に
流
さ
れ
た
菅
原
道
真
に
し
た
が
っ
た

と
い
う
。
京
の
北
野
天
満
宮
の
白
大
夫
社
だ
け
で
な
く
、
伊
勢
山
田
に
も
白
大
夫

の
祠
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
外
宮
神
官
家
の
松
木
家
は
、

度
会
、
一
門
春
彦
の
末
商
と
し
て
、
自
大
夫
春
彦
を
祖
先
神
と
ま
つ
り
、
菅
公
の
図

像
さ
え
も
ち
伝
え
て
き
た
（
『
宮
川
夜
話
草
」
）
。

　
伊
勢
神
宮
の
御
師
が
、
白
大
夫
伝
説
を
も
ち
歩
い
て
、
伊
勢
信
仰
を
ひ
ろ
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

こ
と
を
、
か
つ
て
い
さ
さ
か
論
じ
て
み
た
。
し
か
し
、
外
宮
の
御
師
が
伝
説
を
も
っ

て
歩
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
詳
細
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
少
し

視
点
を
か
え
て
、
今
回
は
、
伊
勢
の
白
大
夫
の
伝
説
が
、
山
田
の
陰
陽
師
と
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
で
結
び
つ
き
、
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
、
ひ
と
つ
の
資
料
を
紹
介

し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

（
二
）
金
岡
寺
の
白
大
夫
伝
説

　
由
田
船
江
町
の
金
岡
寺
は
、
弘
法
大
師
の
開
基
に
な
る
真
言
宗
寺
院
で
あ
っ
た
。

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
再
興
さ
れ
て
臨
済
宗
の
尼
寺
と
な
っ
た
が
、
明
治
に

尼
僧
が
還
俗
し
て
廃
寺
に
帰
し
た
。
本
尊
虚
空
蔵
菩
薩
の
堂
前
に
菅
原
天
神
の
祠

が
あ
り
、
壇
上
の
巨
岩
に
は
自
大
夫
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
（
『
勢
陽
五
鈴
遺

弟
」
）
。
い
ま
そ
の
大
略
だ
け
を
こ
こ
に
し
め
し
て
お
く
。
度
会
神
主
の
祖
、
春
彦



伊
勢
の
白
大
夫
伝
説

…
山
田
の
御
頭
神
事
と
陰
陽
師
…

加
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
、
そ
こ
で
い
さ
さ
か
言
及
し
て
み
た
。
た
だ
そ
の
陰
陽
師

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
く
わ
し
く
述
べ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て

こ
こ
で
論
及
し
て
み
た
い
。
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［
キ
ー
ワ
ー
ド
］

白
大
夫
伝
説

小
　
林
　
幸
　
夫

御
頭
神
事
　
産
土
八
社
　
八
王
子
信
仰
　
山
田
の
陰
陽
師

［
要
約
］

　
伊
勢
の
祠
官
・
度
会
春
彦
に
は
、
白
大
夫
の
伝
説
が
付
会
さ
れ
て
い
る
。
『
菅

原
伝
授
手
習
鑑
』
に
し
て
も
こ
の
伝
説
に
も
と
づ
い
て
脚
色
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

伊
勢
山
田
に
も
白
大
夫
の
「
挟
石
」
の
伝
説
が
あ
っ
て
、
金
岡
寺
の
縁
起
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
白
大
夫
伝
説
を
、
当
地
の
御
頭
神
事

と
八
王
子
信
仰
の
実
態
に
即
し
な
が
ら
論
じ
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
産
土
八
社
の
ま

つ
り
に
携
わ
っ
た
陰
陽
師
の
活
動
と
伝
説
の
性
格
を
明
ら
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。（一

j
白
大
夫
・
度
会
春
彦
の
伝
説

　
度
会
春
彦
を
奉
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）

く
た
び
か
論
じ
て
き
た
。

妙
見
星
を
ま
つ
っ
た
外
宮
の
山
宮
祭
に
つ
い
て
は
、
い

そ
の
祭
に
、
春
彦
を
奉
じ
た
「
陰
陽
道
信
仰
の
人
」
が

　
古
来
よ
り
外
宮
で
は
、
毎
年
十
二
月
卜
六
口
、
伊
勢
由
田
（
現
伊
勢
市
）
の
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

明
寺
で
、
大
神
宮
法
楽
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
き
た
（
『
常
明
寺
縁
起
」
）
。
こ
れ

は
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
霜
月
神
楽
で
あ
っ
た
。

　
　
雄
略
、
一
ト
、
一
年
、
外
宮
御
幸
臨
本
来
太
神
宮
法
楽
神
楽
、
此
由
毎
年
十
一
月

　
　
十
六
日
後
夜
物
二
詣
此
寺
］
百
余
人
神
楽
男
巫
八
乙
女
翻
二
羅
綾
快
・
内
宮
八

　
　
十
末
社
外
宮
四
十
末
社
深
秘
歌
唄
哩
哩
有
楽
詞
拍
子
也
。
誠
是
天
巖
戸
前
八

　
　
百
万
神
達
集
給
、
太
神
宮
法
楽
劔
面
白
日
干
レ
落
丁
レ
絶
事
難
レ
有
云
々

　
常
明
寺
は
、
明
治
の
廃
仏
殿
釈
で
廃
寺
と
な
っ
て
今
は
な
い
が
、
寛
永
年
間
、

天
台
宗
に
改
宗
す
る
以
前
は
、
真
言
宗
で
あ
っ
た
。
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
て
、

間
の
由
の
古
市
近
く
に
広
大
な
伽
藍
を
か
ま
え
て
い
た
。
こ
の
神
楽
に
加
わ
る

「
巫
」
が
陰
陽
師
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
神
宮
に
で
は
な
く
、
山
田
の
産
土
社
に
所

属
し
て
氏
神
の
祭
に
奉
仕
し
て
い
た
（
『
神
宮
謀
略
』
「
八
王
子
盤
質
」
）
。

　
同
じ
く
毎
年
十
一
月
中
旬
、
外
宮
の
山
宮
祭
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
山
田
妙

見
堂
の
縁
起
「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
（
『
岩
屋
本
縁
記
」
所
収
・
神
宮
文
庫
蔵
）

　
　
　
（
3
）

に
よ
れ
ば
、
仁
和
四
年
十
一
月
卜
八
日
、
度
会
春
彦
が
氏
人
と
と
も
に
、
妙
見
尊

星
王
の
霊
託
に
よ
り
、
清
浄
山
に
妙
見
大
菩
薩
を
は
じ
め
と
す
る
神
仏
を
ま
つ
っ

た
こ
と
を
も
っ
て
、
山
宮
祭
の
は
じ
ま
り
と
す
る
。
こ
の
祭
に
山
田
の
陰
陽
師
が

加
わ
っ
た
こ
と
は
、
『
藤
園
雑
纂
』
（
神
宮
文
庫
蔵
）
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
録
か
ら


